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はじめに

　ラン科のコクランLiparis nervosa （Thunb.） Lindl.は
クモキリソウ属の多年性植物であり，スギの植林され
た常緑広葉樹林内の半日日陰の比較的明るい林床に生
える．日本では本州（茨城県以南），四国，九州，海
外では朝鮮半島，中国大陸にも分布する（北村ほか，
1964；正宗，1969；前川，1971；イズミ，1982；里見，
1982；神田，1984；橋本ほか，1991；中島，2012；大
橋ほか，2015；遊川，2015）．福井県でも一部の林床
に自生しており，県域絶滅危惧Ⅱ類に分類されている

（福井県，2016）．近隣府県では，石川県では個体数が
少なく，稀に見られるだけで，絶滅危惧Ⅰ類に，京都
府が要注目種に指定している（里見，1992；石川県，
2020；京都府，2015）．福井県での生育地は敦賀市白木，
西原（沓見），小浜市久須夜岳と報告されている（渡辺，
2003）．標本としてあわら市，敦賀市，小浜市，美浜町，
若狭町，おおい町は1970～1990年代に採集され，最近
では福井市が2011年に，高浜町が2012年に採集されて
いる．福井県植物図鑑②福井の野草（下）でも個体数
は少なく稀に嶺南に生育が確認されているに過ぎない
と報告されている（若杉，1998）．
このため，筆者らは2014年～2020年にかけて「改訂版
　福井県の絶滅のおそれのある野生動植物」の編纂の
ための調査と環境省第5次レッドリスト作成のための
福井県調査で生育個体の推移を調べた．

調査地および調査方法

　調査地は福井県でかつて採集された既存の生育地を
中心に林内を踏査して本種の生育を目視で観察した

（宮脇，1967；宮脇，1969；梅原，2016）．確認された
各々の生育地はアカマツとスギが混じる落葉・常緑広
葉樹混交林であった．コクランは林床の半日陰地にま
ばらに分布していた．

結果

1．福井市川西地区
　2014年5月5日に福井市川西地区でコクラン1個体を
発見し，2020年7月12日まで個体数の推移を調査した

（表1）．2014年7月12日には10個体，8月には6個体が生
育していた．2015年6月には1個体が確認でき，開花時
期の7月には調査範囲を広げ調査し，7個体を見つけた． 
2016年5月には10個体が確認でき，開花時期の7月にも
10個体が維持された．しかし，夏の時期にシカの採食
と思われる一部切り取られた葉が見られた． 
　2017年6月には16個体，開花時期の7月にも16個体が
あり，個体数も維持された（図1，2）． 生育地付近で
は道路工事，建物附属設備の増築などが進んでいた．
　2018年2月7日には福井市の平地でも積雪が147㎝に達
し豪雪になった．5月には7個体が観察された．しかし，
7月にはササによる自然遷移とシカの採食をうけ，開
花個体も少なかった（図3，4）．2019年6月には新たな
林道の工事と旧道付近の生育地で管理放棄が見られ，
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ササなどが生い茂り，自然遷移で1個体のみ確認した
だけであった．小さい個体は出芽が見られず，個体数
は減少した．
　2020年5月にはコクランの群落を形成していた場所
には草刈りが行われなくなりササなどの自然遷移で個
体数が見られなくなった（図5）．6月に範囲を広げ調
査した結果，別の場所で10個体，開花時期の7月には
さらに6個体が他の場所で発見され，16個体が維持さ
れていた．しかし，以前あった1群落はササの被圧で
開花個体も見当たらず，小さい個体も見つからなかっ
た．11月22日に再度，調査を行った．倒木があり，サ
サの繁殖が減少した場所にかろうじて10個体が見つか
った（図6）．したがって，川西地区では26個体が生存
していた．

2．越前市味真野地区
　2014年8月3日に越前市味真野地区でコクラン1個体
を発見した．そこで2017年8月に個体数を調査したが
生育個体を発見できなかった．
　2018年2月には豪雪等によってスギなどが倒木し，
直射日光が地表面まで入り，乾燥が起こりやすい環境
に変化していた．付近にはシカの食み跡や排泄物が見
られ，下草がない状態で小さい個体などが食べられや
すい環境になっていた（図7）．
　6月の生育時期や7月の開花時期，ほかの下草が少な
くなった11月に調査をしたが，一部ではあるが，表土
の浸食がみられる場所もあり，生育個体は2014年以降，
発見できなかった（図8）．

表1　福井県で確認されたコクランLiparis nervosa （Thunb.） Lindl.の生育地と個体数推移（2014-2020）
調査時期 福井市川西地区 越前市味真野地区 高浜町青郷地区 高浜町青郷地区 高浜町青郷地区

(年) (月/日) A B C

2014 4/29 0

5/5 1　発見

7/12 10

8/3 6 1

2015 6/7 1

6/27 1

7/4 7

2016 5/1 10

5/17 10

6/12 10

7/9 10

2017 6/24 16

7/9 16

8/26 0

2018 5/6 7　シカ採食

6/2 7

6/16 0

6/30 7

7/8 0

8/19 0

2019 6/23 0

6/29 1　自然遷移で減少

8/19 0

2020 5/30 0　自然遷移で発見できず

6/6 2　発見

6/20 3

6/21 0

6/27 3

6/30 10　ほかの群落を発見

7/8 16　自然遷移で以前の1つの

　　群落は発見できず

7/12 4 61　発見

8/23 0

11/22 26　以前の群落に10個体

　　残っていた

11/23 15　小個体増加 68 6　発見
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図1．コクランの生育状況（福井市川西地区2017年7月9日　1個体は昨年の蒴果が残っている．）

図2．コクランの花（福井市川西地区2017年7月9日） 図3．ササの繁殖でコクランが減少傾向（福井市川西地2018
年6月30日　1個体がかろうじて生存していた　○で囲
った中に個体がある．）
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3．高浜町青郷地区Ａ
　2020年6月6日に高浜町青郷地区でコクラン2個体を
発見した．そこで6月20日に詳細に個体数を調査した
ところ3個体が生育していた．開花時期の7月12日には
4個体を発見した．その内の1個体が開花していた．11
月には小さな個体を含めて15個体に増えていた．付近
は公園になっており，シカの侵入を防止する囲い柵も
施されており，個体数や生育環境が保全される状態に
なっていた（図9）．

図9．コクラン生育地の状況（高浜町青郷地区A 　2020年7
月12日　公園内に生育しており，管理されている）

図4．コクラン生育地の状況（福井市川西地区2018年6月30
日　通路は草刈りが行われている．）

図5．コクラン生育地の状況（福井市川西地区2020年7月8日
使われなくなった通路は草刈りが行われていない．付
近にコクランは発見できなかった．）

図6．コクラン生育地の状況（福井市川西地区2020年11月22
日　以前あった群落の通路付近に倒木があり，ササの
繁殖が少なく．コクランは残っていた．）

図7．コクラン生育地の状況（越前市2018年7月8日　シカの
採食で下草がない状態．）

図8．コクラン生育地の状況（越前市2018年7月8日　下草が
ないため表土が流亡している．）

4．高浜町青郷地区B
　2020年7月のコクランの開花時期に，A地区調査地
点を中心にくまなく調査したが，新たな個体は確認で
きず，範囲を広げ，調査を行った．その結果，近隣の
林縁には生育個体はなく，A地区から3.5㎞南東に離れ
た林道沿いに61個体，11月には小さな個体を含めて68
個体のコクランを発見した．この群落を生育地Bとし
た．
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図10．コクラン生育地の林道上部スギ林（高浜町青郷地区B 
2020年7月12日　シカの採食で下草がない）

図11．コクラン生育地の状況（高浜町青郷地区B 　2020年7
月12日　林道のり面に生育している）

図12．コクラン生育地の状況（高浜町青郷地区B　 2020年7
月12日　林道とスギ林の間ののり面に生育している．
○で囲った中に個体がある．）

林道林道林道
　生育地Bはスギの植林を行っている里山であるが，
シカの採食によって下草はほとんど無く，直射日光が
地表面まで入り，乾燥が起こりやすい環境になってい
た（図10）．しかし，舗装された林道と林縁部ののり
面が1mほどあり，その場所は草刈りなどの人の営み
が見られ，シカの採食が比較的少ないため，コクラン
が残っていたと考えられる（図11，12）．付近にはシ
カの食み跡や排泄物が見られ，コクランの小さい個体
やノギランなどの葉などの上部が食まれていた．

5．高浜町青郷地区C
　福井総合植物園の標本データを参考に2020年11月23
日に個体数を調査したところ6個体が生育していた．
かつて記録された場所にはシカの採食の影響で個体は
生存していなかった．今回新たに発見した場所は，竹
林の中の施設に続く林道沿いにあり，草刈りなどの手
入れがなされていた．しかし，シカの囲い柵も施され
てなく，下草も少ない状態であった．

考察

　コクランの分布と生育環境，地形，植生，シカ採食
との関係
　コクランは常緑広葉樹林やスギが植林された二次
林，竹林などの比較的暗い林床に生えることが知られ
ている（正宗，1969；前川，1971；イズミ，1982；里見，
1982；神田，1984；橋本ほか，1991；中島，2012；大
橋ほか，2015；遊川，2015）．
　千葉県柏市おける植物群落の管理履歴と希少植物の
種類と個体数の関係をクラスター解析によって分類し
た報告によると，コクラン型は落葉広葉樹林が維持さ
れ，植生管理が放棄された土地に比較的多く生育して
いると分類されている．乾湿の違いでは，やや乾燥し
た森林の林縁部の場所を好む．しかし，草刈りが継続
されたウラシマソウ型とワレモコウ型で特に多くの希
少種が存在しており，草刈りを継続することは，希少
植物種の保全においてもっとも重要であると解析して
いる（瀧下ほか，2014）．福井市川西地区の1つの群落
では，2017年の16個体から，2020年には自然遷移が進
み，10個体に減少した．倒木の日陰などササの少ない
場所に辛うじて残存している状態になっていた．これ
は，新たな林道が整備され，旧林道沿いにあった群落
が付近の草刈りをされなくなったため，特にササによ
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る自然遷移の被圧によってコクランの生育場所の環境
が変化したと考えられる．農地の維持管理や，集落の
環境保全の目的で管理されている神社・寺院，自治体
等による管理されている学校・施設などの付近では，
希少植物が安定して保全されている．コクランが生育
する環境を保全することは，人間が行う草刈りなどの
生活活動との関係が深いといえる．
　コクランの生育が確認されている鳥取西道路付近で
は，工事に伴う生育環境への影響を最小限にするため
に，環境保全措置の一つである樹木の「胴切り」処理
を行っている．「胴切り」は道路造成による切土のり
面となる予定地の接続する林縁部分の樹木を株元から
切るのではなく地上部1ｍ程度を残して伐採する方法
である．切土部分ののり肩に自生する中木種を対象に

「胴切り」を行えば，植え替えよりも早く，低い位置
から側枝の萌芽を進め，枝葉が繁る樹形を作ることが
できる．根茎が十分に張った既存樹を活用することで，
風による倒木等が起きにくく，植栽木の調達・維持管
理に係る費用を抑えられ，周辺の植物相の確実な形成
や遺伝的撹乱の回避等の効果が期待される．
　2010年の「胴切り」から5年たったコクラン生育地
での相対積算日射量は「胴切り」の位置を変えた株元
から0.5ｍと1ｍ両区とも10％程度であり，コクランは，
伐採後においても順調に生育しており，個体数が増加
傾向にあった．「胴切り」が行われた地域でコクラン
の結実個体も発見され，林縁部の植生が安定していれ
ば，今後も継続して生育すると報告している（上野ほ
か，2016；安木ほか，2019）．
　鳥取西道路周辺の年平均気温は14.6℃，年間降水量
は1,898㎜の気候で，ヤブツバキクラス域の植生が多
く，山地ではアカマツ林・コナラ林等の二次林があり，
林縁には下草層がある．福井県内の気候と比べると福
井市の年平均気温は14.8℃，年間降水量は2,299㎜，福
井県越廼の年平均気温は15.6℃，年間降水量は2,169㎜，
小浜市の年平均気温は14.8℃，年間降水量は2,018㎜の
気候である（気象庁，オンライン　過去の気象データ
1991〜2020年平年値）．福井県内のコクランの生育地
は降水量が鳥取よりも多めではあるが気候的に類似し
ている．越前市の生育地では，林床の下草がシカの採
食によって減ってきており，日射量が増えて乾燥が進
んでいる．このことによって，徐々にコクランが生育
しにくくなり，個体が見られなくなったと考えられる．
鳥取県の道路工事で中木種の「胴切り」を行っている
のは，直射日光が差し込むような急激な環境の変化を
抑え，日射量を減らし，乾燥する状態を緩和して，適
度に下草の生育する条件を整えているためである．こ
のことがコクランの個体数を維持し，増加に転じてい
るのである．福井でも今後，この事例を参考にコクラ

ンの生育地の個体数維持に結び付ける方法を検討する
必要がある．
　高浜町の青郷地区Aでは，公園になっており，スギ
やマツの2次林があり，シカなどの侵入を防ぐ防護柵
などがある．公園の管理がしっかりしており，直射日
光を防ぐ対策をすれば，個体も弱らずに維持する可能
性がある．一方で，個体数を増やすための園芸技術を
用いた繁殖方法もある．新芽の株分けとバルブを1本
ずつ切り離し，水平な状態で用土に埋めることによっ
てバック吹きが可能である．さらに種子が採れたら，
シュンランの鉢に播くことで，発芽を促し，新たな個
体を増やすことが可能である（橋本，2001）．無菌培
養も可能でコクラン種子に有効な共生リゾクトニア菌
を接種し，シュートが発生したプロトコームをエン
バク25ｇ/Ｌの煎汁に寒天1%を加えた培地30㎖で培養
することで最大の実生個体重量が得られる（Tsutsui 
and Tomita，1989）．このように，コクランはラン科
植物の中では人工的に栽培することが比較的容易であ
るため，環境条件を人間が整えることができれば，個
体数を増やすことが可能である．
　高浜町の青郷地区BやCでは，現在のコクランが生
育する場所はスギやモウソウタケが混じる落葉広葉樹
混交林の縁にあり，林道近くののり面に辛うじて，道
路に並行して残っているに過ぎない．林縁の下層植生
もシカによる被害を受けており，ほとんど植物が生え
ていない状態となっている．生育地付近の下層植生は
シカによる採食によって草種の減少を招き，直射日光
や乾燥などでコクランの生育環境が著しく悪化したと
考えられる．道路に隣接しているのり面であることに
よって，定期的な草刈りや人間が管理している場所に
なっている．そのため，シカなどの野生動物が近づき
にくい状態にある．その効果でコクランが生存してい
るが，草刈りなどが行われなくなれば将来は個体数の
減少は免れない可能性はある．
　紀伊半島の大台ヶ原では，シカの採食によって樹木
剥皮，下層植生の減少，さらにはササ類までもが衰退
し，土壌の流亡，崩壊地の発生など，生態系に深刻な
影響を及ぼしている．シカの被害があった生息地点で
は低木層の植被率と出現種数，草本層の植被率が低く
なっている（小泉，2011）．
　福井県に生息するニホンジカの2015年の推定数は嶺
北地域に21,000～33,000頭，嶺南地域に24,000～40,000
頭生息しており，シカの採食によって下層植生の衰
退を引き起こしている（福井県，2019）．そこで嶺南
8,000頭，嶺北4,800頭に設定して捕獲体制を強化して
いるが，2015年には福井地区や丹南地区では下層植生
の衰退が進行した（福井県，2017）．このことは，現
在ある福井県のコクランの個体数が今後どのように推



85

福井県で確認されたコクランLiparis nervosa （Thunb.） Lindl.の生育地と個体数（2014-2020）の記録

移するか大きな影響をおよぼす可能性があると考え
る．青郷地区Cでは，かつてコクランがあった場所に
は，ほとんど下層植生がなく，環境が変化し，コクラ
ンの生存が確認できなくなっている．
　同様に福井県に自生しているラン科のツレサギソウ
も，シカの採食と虫の被害で個体数が減少している．
ツレサギソウではシカの採食によって被害を受け，開
花しても小さな個体で結実まで発育する個体が確認さ
れなかった．さらに開花した個体でもアブラムシ類の
虫害によって結実に至らない個体も多い（榎本ほか，
2021）．
　今後はコクランが生育する自然環境を調べ，森林の
保護や林縁部の草刈り，訪花昆虫の状況，シカの頭数
調整も視野に入れて取り組む必要がある．
　畦畔の生態系維持と修景向上を図る植生管理の手法
としてウマノアシガタRanunculus japonicas Thunb.の
畦畔への導入方法の研究では，草刈り時期をウマノア
シガタの結実末期に合わせることで実生による個体の
更新も行われ，開花する個体数も維持されることを報
告している（近藤・榎本，1998）．人間が植物の生活史
や生態系を少し視野に入れて活動することが生物多様
性の維持に重要な要素になっている．コクランの生育
場所は直射日光があたらず，適度に明るく，乾湿の差
が少ない場所を好む．そのような場所を「胴切り」な
どで人工的に範囲を決めてゾーニングし，適度にササ
なども除草して環境を整えておくことも必要であろ
う．
　一方でコクランを含め絶滅に瀕した多くのラン科植
物がランミモグリバエの脅威にさらされている．千葉
県のコクランでは花期が6〜7月であり，花期の早いラ
ンでは果実が，花期の遅いランでは花序が摂食される
傾向が見られている．ランミモグリバエの防除はラン
科植物を保全する上で喫緊の課題であると報告してい
る（辻田ほか，2019）．福井県のコクランの生育地でも
花が咲き，果実が成熟するまで継続的に調査観察が必
要である．
　守山弘氏が述べているように，里地，里山と言われ
た農村の環境を放棄したのでは生物多様性は守れな
い．日本の自然がたどってきた長い歴史の遺産,それ
らを現在まで守ってきた農業の文化的遺産を次の世代
に継続していくことが豊かな生態系を守り，豊かな人
間生活を過ごせる社会を作ることにつながる（守山，
1998）．現在，福井県では農村地域の高齢化，限界集
落の増加により，農村に隣接した二次林・草地の管理
放棄，シカ，イノシシなどの獣害をはじめとする農業
を取り巻く環境の変化が進み，その中で絶滅のおそれ
が出てきた植物や生物が増加している．
　今回の調査で県内5ヶ所の生育地が確認された．ど

の地域も人里に近い林縁部にあり，大きな環境の変化
の中で個体数が漸減している．コクランは適度な日照
条件の絶妙なバランスの中で生育し，個体数を維持す
ることができる．コクランの個体数推移と里山の遷移
やシカ採食による変化を定期的に観察し，コクランの
保全に適する環境や影響について調査し，さらには増
殖に向けた繁殖技術，移植方法などを引き続き検証す
る重要性が増している．このように人間が自然と調和
するように工夫することでコクランの個体数の維持，
増加に結び付く知見を増やして，福井の自然環境，生
物多様性を高めていく必要がある．
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Records of the locality and growing population of Liparis 
nervosa （Thunb.） Lindl. identified in Fukui Prefecture 

（2014-2020）.
Hiroyuki ENOMOTO and Hideki SAKAMOTO.

Abstract
The authors investigated the habitat and population of 
Liparis nervosa （Thunb.） Lindl. from April 29, 2014 to 
November 23, 2020 in Fukui Prefecture. Individuals were 
confirmed in five places, Fukui City, Echizen City, and 
Takahama Town. The location of Echizen City except 
Fukui City and Takahama Town were new habitats 
without records of past plant specimens. The terrain 
and vegetation type of the habitat were mixed forests 
of deciduous and evergreen broad-leaved trees in which 
Cryptomeria japonica was planted. In a 7-year survey, the 
number of individuals tended to decrease due to changes 
in the vegetation environment due to abandonment of 
undergrowth on the forest floor and deer feeding damage.

Key words
Liparis nervosa （Thunb.） Lindl., locality, threatened species, 
habitat, Fukui Prefecture


